意見書

平成12年10月５日

電気通信審議会

  電気通信事業部会長 殿

郵便番号105-0001

住所
とうきょうと東京都みなとくとらのもん港区虎ノ門4-3-20

かみやちょうもり神谷町森ビル

氏名
ﾚﾍﾞﾙｽﾘｰ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞかぶしき株式がいしゃ会社

代表取締役会長 いけうち池内 たけひろ健浩

電気通信審議会議事規則第5条の２及び接続に関する議事手続細則第2条の規定により、

平成12年９月26日付け郵通議第3102号で公告された裁定案に関し、別紙のとおり意見を

提出します。

別紙

平成12年10月５日

日本交信網有限会社の東日本電信電話株式会社との接続に関する裁定案についての

レベルスリー・コミュニケーションズ株式会社の意見

標記裁定案に対する意見を提出する機会を与えていただいてありがとうございます。以下

に弊社の意見を述べさせていただきます。

弊社としましては、郵政省殿の裁定案を支持いたします。まず、１点目の日本交信網殿の

電気通信設備をNTT東日本殿の豊四季局に設置する件につき、日本交信網殿の希望する地

下１階にスペースがある限りは、そこへの設置を認めるべきです。NTT東日本殿は地下１

階においては新ノードの増設計画及び将来の需要によるMDF及びFTM増設の予定がある

と答弁されていますが、その計画について具体的な事業計画がないのであればその場所へ

の設置は可能とすべきです。

次に、相互接続点の調査費用の負担額についてですが、郵政省殿の裁定案にあるとおり、

相互接続点の調査のスキルを有する人員を配置している最近接の局から派遣すべきです。

したがって、一人当たりの移動時間は１時間以内と考えるべきです。なお、今回は当事者

間の争いになっていないということですが、作業単金の１時間8,844円という金額に対し

てたびたび疑問が呈されていることから、相互接続点の費用の算定方法（「作業単金×作業

時間」）が適切であるかとともに、この作業単金の妥当性についても改めて議論が必要と考

えます。
